
福井の方言動画コンテスト運営委託業務 仕様書 

 

１ 業務名 

  「福井の方言動画コンテスト運営委託業務」（以下「本業務」）という） 

 

２ 目的 

  本業務は、福井の方言を活用した動画コンテストを実施することにより、県

内での方言の利用を促進し、県民が福井の方言に愛着を持てるようにするこ

とを目的とする。また、表彰式の様子を撮影し、公開するなど県外での福井

の方言の認知度向上も図る。 

 

３ 委託期間 

  契約締結の日から令和８年３月３１日（火）まで 

 

４ 業務内容 

  本業務の目的および本県の魅力を理解したうえで、下記（１）～（２）の業

務について提案すること。また、審査委員の謝礼・旅費、表彰式の賞金・賞品

等の提案に関わる費用は、すべて見積の金額に含むこと。（なお、重要事項は

契約後に本県と協議のうえ決定する。） 

 

 （１）動画コンテストの企画・運営 

   ・福井の方言を題材とし、県民が楽しく気軽に参加できるような、魅力的

な動画コンテストの企画を提案し、運営すること。 

   ・動画の長さは、９０秒程度までのものとすること。 

   ・県内の特定の地域の方言に偏りが出るような内容にしないこと。特に嶺

南地域からの作品の応募があるようにすること。 

   ・県民が、応募する作品のイメージをつかめるよう、動画等で例示を行う

こと。 

    【想定される動画等での例示】 

     ・方言を使った福井へのエールのメッセージ動画、 

方言を使った地元のスポット紹介、 

家族・友人間でよく使い方言会話動画 など 

     ※上記の内容にかかわらず、自由な提案をお願いします。 

   ・審査委員長は、「福井県“おもてなし担当”知事」の津田寛治氏を起用

すること。 



   ・審査委員は津田寛治氏を含め４名程度とし、最低１人は嶺南出身者を起

用すること。 

   ・専用の応募フォームを WEB サイト上に作成し、容易に作品を応募でき

るようにすること。 

   ・審査委員による審査に入る前に、２０～３０本程度に応募作品を絞り込

むこと。 

   ・県内メディアを活用し、広く作品の投稿があるよう、広報を行うこと。 

   ・広報には SNSも活用すること。 

   ・県内の学校、商業施設などで広報を行うこと。 

 

 （２）動画コンテストの表彰式の開催 

・表彰式は、県内において１２月中旬に行うこと。 

・入賞者には、賞金・賞品等を授与すること。 

・表彰式では、津田寛治氏から表彰を行うようにすること。 

   ・表彰式の様子を撮影し、県のホームページ等で公開することを前提に数

分程度の動画として編集すること。 

 

５ 業務工程表等の作成 

  受託者は、契約締結後速やかに業務工程表（業務実施体制、スケジュール等）

を提出し、県の承諾を得ること。 

 

６ 委託上限額 

  ３，７４０，０００円 ※消費税及び地方消費税（税率１０％）を含む 

 

７ 県との協議等 

  (１) 受託者は、業務全般を監督する責任者を設ける。当該責任者は、県の

事業担当者と必要に応じ打合せを行い、業務内容を理解し、効率的に

業務が遂行できるよう提案を行い、実施するものとする。 

  (２) 本業務の実施にあたって、受託者は県との連携を密にし、適宜協議ま

たは打合せを行いながら、進捗状況の管理を常に適切に行い、誠実に

業務を進めること。その際、県以外の関係者との連絡調整も緊密に行

うこと。 

  (３) 受託者は、県および関係者と協議及び打合せをした場合は、その内容

および連絡事項の適切な記録を作成し、相互に確認すること。 

  (４) 業務の実施に当たって、トラブル等が生じた場合は、受託者は速やか

に県に連絡するとともに、県と連携してその処理にあたるものとする。 



 

８ 実施報告書 

  (１) 受託者は、令和８年３月３１日（火）までに、次の事項を記載した本

業務の実施報告書を県に提出し、県による検査を受けなければならな

い。 

    ・本業務の実施内容 

    ・本業務に要した経費の内訳 

    ・実施した業務の一覧及びその成果 

    ・その他、事業実施の説明に必要と考えられる資料 

 

９ 成果品 

  (１) 本業務において作成した資料、音声・動画データ等   一式 

  (２) その他、本県と受託者が合意の上、成果品として提出を求めるもの 

   ※ 納品期日は令和８年３月３１日（火）とし、福井県交流文化部文化・

スポーツ局文化課に提出すること 

   ※ 受託者の責に帰すべき理由による成果品の不良箇所が発見された場

合、受託者は速やかに訂正、補足、その他必要な措置をとらなければ

ならない。また、これに要する経費は受託者の負担とする。 

 

10 留意点 

  (１) 本業務の実施に必要な各種法令や条例に基づいた許認可の手続きに

ついては、原則として受託者が代行して行うこと 

  (２) 本業務の成果品の所有権、著作権（著作権法第 27条・第 28条に規定

する権利を含む）、利用権は、発注者に帰属するものとする。ただし、

これにより難い場合は、あらかじめ条件等を示し、発注者と協議する

こと。また、成果品の一部に第三者が権利を有する著作物を利用した

場合は、所有権、著作権、利用権等に関して必要な手続きを行い、使用

料等の負担および責任は受託者において負うものとする。 

  (３) 成果品に対し、第三者からの権利の主張、損害賠償請求等が生じたと

きは、発注者の責に帰すべき事由による場合を除き、受託者の責任と

負担によりこれを処理解決するとともに、発注者に損害が生じた場合

にはその損害を賠償しなければならない。 

  (４) 発注者は、本事業で納品された成果品を期間の制限なく無償で、イン

ターネット、ＤＶＤ、放送番組等のあらゆる媒体、手段・方法により公

表（公開、配布、放送等）することができることとする。なお、これに

より難い物については、あらかじめ条件等を示し、発注者と協議する



こと。 

  (５) 電子媒体によるデータ納品については、ウィルス対策ソフトにより検

査した上で納品すること。納品物が納品時点でウィルス感染している

ことにより、発注者または第三者が損害を受けた場合は、全て受託者

の責任と負担により、原状回復、及びその他賠償等について対応する

こと 

 

11 その他 

   ・業務履行に関しては関係法令を順守すること 

   ・本業務で知り得た機密・個人情報等を第三者に漏洩することの無いよう、

厳重に取り扱うこと。 

   ・本仕様書に記載されていない事項または本仕様書に疑義が生じた場合

は、その都度、発注者と受託者が協議して決定するものとする。 

   ・企画書の審査については、福井の方言を発信するのに優れた企画内容と

なっているか、他の応募作品と比較して独創的か、提案内容を確実に

履行できるかを審査基準とし選定する。 

 


